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令和4年度予算

前年度比
2.1％増

　
３
月
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
１４
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

介
護
保
険
制
度
の
事
業
運
営
と
経
過
、
村
長
の
専
決
処
分
、

緊
急
時
の
体
制
づ
く
り
な
ど
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
村
政

を
質
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
を
採
決
、
条
例
の
一
部
改
正

等
１２
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
９
件
、
令
和
４
年
度
予
算
９

件
、
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
等
５

件
、
村
有
財
産
の
無
償
貸
付
１
件
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
第
２
日
目
、
第
３
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
を
開
き
議
案
を
審
議
し
、
第
４
日
目
に
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度

予
算
な
ど
含
む
３６
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
の

提
出
１
件
を
日
程
に
追
加
、
さ
ら
に
村
長
よ
り
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
、
副
村
長
の
選
任
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
等
の
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

3月定例会の
あらまし

関 根 政 雄  村長

3月
定例会事業勘定

直診勘定特　
　
別　
　
会　
　
計

一 般 会 計
会　計　別

２６億８９００万円
４億２０３７万円
７０５０万円

１億５４２１万円
１１１０万円
３７０９万円
５億３９２万円
１億３４万円
３９４３万円

4年度予算額 3年度予算額
7.6
0.0

△18.1
△39.3
△12.6
19.3
△5.0
△9.7
1.7

伸び率

合　　　計 ４１億２８０８万円 ４０億４１５９万円 2.1

国保 

 ２８億９３００万円
４億２０５３万円
５７７２万円
９３５８万円
９７０万円
４４２６万円

４億７８５３万円
９０６２万円
４０１０万円

簡易水道事業
村営バス事業
集落排水事業
介 護 保 険
学校給食センター
後期高齢者医療

4年度予算

歳　　　　出
庁舎空調設備改修工事
移住定住促進事業費    
若者未来創出会議事業等    
公共交通振興事業費    
高齢者生活支援事業費    
こどもセンター（保育部・幼稚部）運営費
地域情報発信事業費
道路改良費
小・中学校教育活動費

1億2826万円
８５８万円
５４４万円
３２１５万円
８９３万円
１３２１万円
５５０万円
４４２７万円
４８７４万円

４年度の主な事業・事業費

村
民
主
体
の
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
！！

ー
住
民
参
加
の
村
づ
く
り
ー

生
田
目 

京
子（
西
山
字
辺
栗
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

全
員
賛
成

鈴
木 

大
介（
福
島
市
蓬
莱
町
）

副
村
長
の
選
任
同
意

全
員
賛
成

関
根 

政
信（
西
山
字
余
所
内
）

農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意全

員
賛
成

人　
事



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
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補
正
予
算

一　般　会　計
会  計  別 補正額 補正後の予算額

３７億７６０万円
４億３５５８万円
５６１５万円

１億６３７９万円
１１２１万円
３６３７万円

５億１２０２万円
９７７２万円
３９４７万円

合　　　計

事業勘定
直診勘定国保特

別
会
計

1億9792万円 50億5991万円

簡易水道事業
村営バス事業
集落排水事業
介 護 保 険
学校給食センター
後期高齢者医療

２億１０８３万円
４２７万円

△１１４５万円
１７３万円
△３３万円
△３８０万円
△２０８万円
△１２８万円

３万円

主
な
条
例
改
正
等

　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
変
動
な
ど
通
勤
実
情
等

を
踏
ま
え
、
通
勤
手
当
の
上
限
額
の
改
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
教
職
員
住
宅（
赤
坂
中
野
字
宿
ノ
入
地
内
）

と
し
て
の
用
途
を
廃
止
す
る
た
め
の
改
正
。

鮫
川
村
教
職
員
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
年
額
報
酬
の
改
定
や
出
動
報
酬
の
創
設

な
ど
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
の
改
正
。

鮫
川
村
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
残
高
が
少
額
で
、
令
和
４
年
度
中
に
残
高

全
額
を
当
該
事
業
予
算
の
財
源
と
し
て
充
当

す
る
こ
と
に
よ
る
条
例
廃
止
。

鮫
川
村
文
化
文
芸
振
興
基
金
条
例
の
廃
止

　
当
該
専
門
員
の
身
分
を
会
計
年
度
任
用
職

員
か
ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
改
め
る
た
め

の
条
例
廃
止
。

鮫
川
村
交
通
教
育
専
門
員
設
置
条
例
の
廃
止

　
ほ
っ
と
は
う
す
・
さ
め
が
わ
の
土
地
、
建

物
に
つ
い
て
、
ラ
ジ
オ
ス
タ
ー
企
画
に
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
無
償
で
貸
付
。

村
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　
「
ほ
っ
と
は
う
す
」は
補
助
金
を
活

用
し
て
建
設
さ
れ
た
。
耐
用
年
数
が

３４
年
で
、
今
年
を
含
め
て
残
り
７
年

間
、
国
で
決
め
ら
れ
た
制
度
に
よ
り

売
却
・
譲
渡
・
取
壊
し
が
で
き
な
い

決
ま
り
が
あ
る
。
借
り
た
い
人
が
い

れ
ば
、
貸
し
出
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。

賛
　
成

森 

　 

隆
之 

議
員

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
中
で
、
交
流
施
設
に
関
す
る
村
長

の
公
約
不
履
行
に
よ
り
、
否
決
さ
れ

閉
鎖
し
た
施
設
。
村
か
ら
の
切
り
離

し
を
無
視
し
、
施
設
を
再
開
し
村
に

籍
を
置
か
な
い
方
に
５
年
間
無
償
貸

付
す
る
。
誘
客
者
が
使
用
す
る
ト
イ

レ
の
汲
取
料
ま
で
村
が
負
担
す
る
。

４
年
度
の
当
初
予
算
３
０
４
万
円
、

５
年
間
で
１
５
２
０
万
円
と
な
る
。

３
年
度
は
閉
鎖
時
の
点
検
見
ま
わ
り

費
７４
万
円
で
あ
っ
た
が
、
今
後
貸
付

運
営
に
よ
り
老
朽
建
物
の
修
繕
費
の

支
出
増
が
考
え
ら
れ
る
。
更
な
る
貴

重
な
村
民
の
血
税
を
投
入
す
る
こ
と

に
な
る
。
公
約
は
閉
鎖
後
、
村
か
ら

の
切
り
離
し
、
民
間
へ
の
譲
渡
で
あ

り
、
遵
守
す
べ
き
、
よ
っ
て
反
対
討
論

の
理
由
と
す
る
。

反
　
対

前
田
　
武
久 

議
員

審議結果（主な予算・条例改正等） ○＝賛成　×＝反対

議　　案　　名 遠藤 貴人森   隆之 堀川 照夫 北條 利雄 関根 英也 前田 雅秀関根 浩治 前田 武久 宗田 雅之

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

専決処分の承認

職員の給与に関する条例の一部を改正

鮫川村消防団条例の一部を改正

鮫川村交流施設設置条例を廃止

令和4年度一般会計予算

村有財産の無償貸付
上記以外の提出議案は、全員賛成にて可決承認。

村有財産（ほっとはうす・さめがわ）の無償貸付 賛成・反対 討論

（令和３年度
 一般会計補正予算）



！
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議 案
調 査

　令和4年度一般会計・特別会計予算及び令和3年度
一般会計・特別会計補正予算を総務文教・産業厚生両
常任委員会で調査しました。

臨
時
議
会

３
月

西野グラウンドに整備された防災ヘリ離着陸場無償貸付となる『ほっとはうす・さめがわ』

整備が計画される鹿角平観光牧場排水路 農家を守る農地等小規模災害復旧支援事業

歴史に幕を閉じた県立修明高校 鮫川校 森林が再生される遠ヶ竜地区

　

３
月
３０
日
に
召
集
さ

れ
、専
決
処
分
の
報
告（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
）と
税
条
例
の
一
部

改
正
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。



登壇
6人が

リズバ

村政を問う！
議員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員
・
前
田
武
久
議
員
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P 6

▪
▪
▪

ハラスメント
介護保険
移住・定住・空き家

北條  利雄

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、住民の声や
自身の考え方をもとに、村長、教育長などの方針を問う
ものです。鮫川村議会は、一人あたり９０分の制限時間内
であれば、質問の回数に制限はありません。

出
席
議
員

星　  一彌 議長

堀川  照夫 議員

議
事
の
進
行

前田  雅秀 議員

P11

遠藤  貴人

▪
▪
人事評価
業務継続計画

P10

宗田  雅之

▪消防団

P 9

関根  浩治

▪森林再生

P 7

前田  武久

▪専決処分

P 8

▪
▪
緊急対応マニュアル
ワクチン接種

森　  隆之

関根  英也 議員



　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
悩
ま
せ

る・苦
し
め
る・嫌
が
ら
せ・

い
じ
め
）は
、
そ
れ
を
行
う

者
の
認
識
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
相
手
方
の
基
本

的
人
権
を
損
な
い
、
尊
厳

を
傷
つ
け
、
心
身
に
被
害

を
与
え
る
人
権
侵
害
。
住

民
や
保
護
者
の
信
頼
の
喪

失
、
社
会
的
信
用
の
失
墜

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

行
政
や
学
校
運
営
の
障
害

と
な
る
こ
と
を
強
く
認
識

し
、
勤
怠
意
欲
を
減
退
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
相
手
の

尊
厳
を
傷
つ
け
る
重
要
な

問
題
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ

必
要
が
あ
る
。
行
政
組
織

内
と
学
校
内
で
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
と
対
策
を

問
う
。

　
職
員
が
個
人
と
し
て
の

尊
厳
を
尊
重
さ
れ
快
適
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

環
境
を
確
保
す
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る

要
綱
、
防
止
等
の
指
針
を

策
定
。
研
修
会
を
通
し
て
、

全
て
の
職
員
が
お
互
い
の

人
格
を
尊
重
し
、
相
互
に

信
頼
し
合
う
職
場
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

　
全
教
職
員
が
県
教
育
委

員
会
等
の
研
修
を
受
講

し
、
防
止
に
向
け
た
意
識

の
向
上
を
図
り
、
風
通
し

の
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。
教
職
員

同
様
に
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
向
け
、
組
織
的
な

取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

 　
介
護
保
険
制
度
の
適
正

な
運
用
と
改
定
、
特
に
介

護
保
険
の
基
準
保
険
料
の

設
定
に
当
た
り
、
制
度
運

営
へ
の
制
度
設
計
が
損
な

わ
れ
て
い
な
い
か
。
制
度

化
さ
れ
た
仕
組
み
で
の
、

基
準
保
険
料
確
定
の
影
響

は
な
い
の
か
。
医
療
保
険

（
国
民
健
康
保
険
）制
度
へ

の
、
保
険
料
負
担
算
出
に

影
響
を
与
え
て
い
な
い
か

の
懸
念
が
あ
る
。
現
在
の

介
護
保
険
料
の
基
準
金
額

設
定
を
含
む
事
業
計
画

は
、
次
期
計
画
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
今
回
以

上
の
課
題
と
問
題
が
想
定

さ
れ
る
。
事
業
運
営
の
経

過
を
問
う
。

 　
高
齢
化
率
は
41
％
を
超

え
、
介
護
保
険
運
営
で
は

厳
し
い
状
況
は
否
め
な
い
。

法
令
に
よ
り
制
度
化
さ
れ

た
枠
組
み
の
中
で
適
正
な

介
護
保
険
事
業
の
運
営
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
今
後
も

見
込
ま
れ
、
制
度
化
さ
れ

た
枠
組
み
の
中
で
運
営
に

努
め
て
い
る
が
、
本
当
に

厳
し
い
状
況
で
あ
り
課
題

で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
と
保
険
料
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
介

護
保
険
事
業
の
制
度
へ
の

理
解
と
協
力
を
得
て
全

力
で
取
り
組
む
。

 　
人
口
減
少
対
策
と
地
域

創
生
の
実
現
を
図
る
た
め
、

移
住
・
定
住
の
促
進
、
空

き
家
対
策
、
子
育
て
世
代

に
対
す
る
住
宅
建
設
や
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
及
び
良
質
な

住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
形
成
の

観
点
が
重
要
。
過
疎
を
食

い
止
め
る
重
要
施
策
と
位

置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
重
要
施
策
の
進
捗
と
経

過
状
況
を
問
う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
移
住
・
定
住
・
子
育
て

支
援
を
新
年
度
の
重
点
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
、
各

課
を
横
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
庁
内
に
立

ち
上
げ
、
将
来
を
見
据
え

た
様
々
な
意
見
、
提
言
を

受
け
な
が
ら
重
点
事
業
を

進
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
地
方
へ
の
ニ
ー
ズ
は

高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
定

住
に
関
し
て
は
事
業
推
進

が
難
し
い
面
も
あ
る
。
支

出
の
見
直
し
や
提
言
い
た

だ
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
な
ど
を
踏
ま
え
施
策
を

進
め
る
。

問
介
護
保
険
制
度
の
事
業

運
営
と
経
過
を
問
う

答
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
と
保

険
料
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
全
力
で
取
り
組
む

問
移
住
・
定
住
・
空
き

家
対
策
を
問
う

答
将
来
を
見
据
え
た
意

見
、提
言
を
受
け
重

点
事
業
を
進
め
る
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北
條 

利
雄 
議
員

組織的な取り組みへの
　　　　　　継続と強化を行う

ハラスメント防止と対策を問う

答

問

質 

問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

ハラスメントは人権侵害です



議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
。

議
会
が
議
決
す
べ
き

事
件
を
議
決
し
な
い

と
き
。

三四

長
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
１
月
１４
日
付

け
で
、
村
長
か
ら
一
般
会

計
の
補
正
を
含
む
４
事
業
、

総
額
７
１
０
４
万
円
の
専

決
処
分
執
行
報
告
書
が
郵

送
さ
れ
て
き
た
。
正
直
、

目
を
疑
っ
た
。
専
決
処
分

を
で
き
る
の
は
、
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
規
定
に

掲
げ
る
以
下
４
項
目
の
理

由
が
あ
る
場
合
。

 

　
以
上
４
つ
の
項
目
に
該

当
さ
れ
た
の
か
具
体
的
な

理
由
説
明
を
求
め
る
。

 　
１
月
１４
日
付
け
で
専
決

処
分
し
た
補
正
の
内
容
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

１０
万
円
支
給
。
生
活
困
窮

世
帯
１
万
円
給
付
。
村
道

３
路
線
の
災
害
復
旧
工
事

４
件
で
、
長
が
や
む
を
得

な
い
場
合
で
円
滑
速
や
か

な
予
算
執
行
が
必
要
と
は

い
え
、
専
決
処
分
を
む
や

み
に
行
う
こ
と
、
議
会
軽

視
、
信
頼
を
損
ね
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
緊
急

性
の
有
無
を
見
極
め
臨
時

議
会
開
催
の
必
要
性
の
検

討
を
し
、
議
会
と
の
意
思

疎
通
を
図
っ
て
い
く
。

 　
専
決
処
分
の
４
事
業
の

内
容
、
い
ず
れ
も
住
民
生

活
に
直
結
す
る
内
容
で
、

予
算
も
５
千
万
円
以
上
議

決
を
要
す
る
も
の
。
村
長

公
約
で
あ
る
、
住
民
と
の

対
話
を
重
視
、
議
会
を
開

催
し
な
い
で
、
行
政
執
行

が
で
き
る
の
か
。
甚
だ
疑

問
を
感
じ
る
が
。

 　
対
話
の
重
視
策
は
全
く

そ
の
通
り
で
あ
り
、
議
会

の
承
認
を
得
、
執
行
す
べ

き
と
反
省
し
て
い
る
。
今

後
議
場
で
議
論
を
交
わ
し
、

大
事
な
案
件
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。

 　
補
正
に
よ
り
３
年
度
一

般
会
計
３４
憶
９
６
７
７
万

３
千
円
の
内
訳
金
額
の
数

字
が
届
け
ら
れ
た
報
告
書

で
の
差
額
１
２
２
万
８
千

円
が
不
明
で
あ
る
が
、
説

明
を
。

 　　
通
知
文
書
の
中
身
に
予

備
費
を
掲
載
し
て
な
か
っ

た
。
申
し
訳
な
い
。

 　
我
々
議
員
も
村
民
に
説

明
責
任
が
あ
る
。
予
備
費

計
上
と
明
記
す
べ
き
。
ま

た
先
程
村
長
、
専
決
処
分

４
項
目
は
適
合
と
答
弁
し

て
い
る
が
、
全
く
当
た
ら

な
い
。
再
度
答
弁
を
求
め

る
。

 　
議
員
質
し
の
と
お
り
、

緊
急
性
が
あ
っ
て
も
３
日

間
あ
れ
ば
議
会
は
招
集
で

き
る
の
で
大
変
反
省
し
て

い
る
。

 　
緊
急
性
の
村
道
改
修
工

事
の
内
容
説
明
全
く
示
さ

れ
な
い
ま
ま
の
専
決
、
令

和
２
年
度
か
ら
３
年
度
ま

で
の
専
決
処
分
は
何
回
に

な
る
か
。

 　
専
決
処
分
回
数
の
回
答

を
後
で
答
え
る
。

 　
前
回
１１
月
に
も
か
な
り

の
回
数
に
な
っ
て
い
る
。
議

会
で
も
軽
微
な
金
額
、
内

容
の
事
件
は
容
認
し
た
経

緯
が
あ
る
が
、
住
民
生
活

に
直
結
す
る
事
業
を
執
行

者
の
言
い
な
り
、
マ
ン
ネ

リ
化
を
許
す
こ
と
で
あ
り
、

議
会
の
機
能
を
失
う
こ
と

に
な
る
。
今
回
の
問
題
に

対
し
、
教
訓
と
す
べ
く
再

度
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

 　
議
会
制
民
主
主
義
の
中

で
、
執
行
者
と
議
会
は
、

二
元
代
表
制
の
中
で
同
等

の
立
場
で
あ
る
。
専
決
処

分
の
執
行
権
は
長
に
あ
っ

て
も
、
こ
れ
を
処
分
し
た

こ
と
は
反
省
し
て
、
今
後

十
二
分
に
協
議
、
議
論
を

経
て
村
民
の
た
め
に
や
む

を
得
な
い
専
決
以
外
、
小

刻
み
に
臨
時
議
会
を
開
催

し
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
。

質 

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

今後反省を踏まえ
　臨時議会を開催し責任を果たす答

問 長の専決処分は地方自治法
　　　　第179条に合致しない

前
田 

武
久 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
森
　
隆
之
議
員
・
関
根
浩
治
議
員
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答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
副
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

議
会
が
成
立
し
な
い

と
き
。

地
方
自
治
法
第
１
１
３

条
議
長
他
２
名
以
上

の
議
員
が
出
席
し
な
い

と
き
。

一二

行政執行の基となる地方自治小六法



新型インフルエンザ等
　　　対策行動計画で対応する

村職員コロナ感染時の
　　　　緊急対応マニュアルは

答

問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
徐
々
に
終
息

に
向
か
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
や
オ

ミ
ク
ロ
ン
亜
種「
Ｂ
Ａ
２
」

な
ど
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

安
心
で
き
な
い
状
況
。
村

と
し
て
行
政
職
員
や
関
係

者
が
感
染
し
た
場
合
、
業

務
体
制
継
続
の
た
め
の
村

独
自
の
救
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
が
あ
る
の
か
。

　
行
政
職
員
や
関
係
者
が

感
染
し
た
場
合
の
業
務
体

制
継
続
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
発
生
す
る

以
前
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
鮫

川
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
平

成
29
年
４
月
に
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
今
回
の
よ

う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
新
た
な
脅

威
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
蔓
延
し
た
際
、
感
染

症
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
た
め
に
、
職

員
の
配
置
等
、
感
染
症
対

策
に
必
要
な
体
制
、
参
集

基
準
、
連
絡
手
順
等
を
整

備
す
る
も
の
と
し
た
対
応

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　
濃
厚
接
触
者
の
認
定
や

基
準
や
そ
の
対
応
は
。

　
濃
厚
接
触
者
の
認
定
基

準
と
し
て
は
、
陽
性
者
が

マ
ス
ク
な
し
で
、
手
が
触

れ
る
距
離
１
メ
ー
ト
ル
以

内
で
15
分
以
上
の
接
触
が

あ
っ
た
場
合
に
濃
厚
接
触

者
と
考
え
ら
れ
る
。
各
市

町
村
の
判
断
で
濃
厚
接
触

者
な
ど
を
認
定
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
県
南
保
健
福

祉
事
務
所
が
陽
性
者
へ
の

聞
き
取
り
な
ど
に
よ
り
、

濃
厚
接
触
者
、
接
触
者
の

判
断
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

陽
性
者
の
住
宅
療
養
者
へ

は
、
生
活
支
援
と
し
て
県

よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
健

康
管
理
表
、
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
さ
ら

に
希
望
者
に
対
し
て
は
約

４
日
分
の
食
事
の
配
付
を

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
健
康
状
態
の
聞

き
取
り
な
ど
は
全
て
県
南

保
健
福
祉
事
務
所
の
対
応

と
な
っ
て
い
る
。
以
後
、

村
と
し
て
対
応
す
る
必
要

が
出
た
場
合
に
は
迅
速
な

対
応
を
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

５
歳
か
ら
１１
歳
以
下
の
子

供
へ
の
接
種
予
定
は
。

　
５
歳
か
ら
11
歳
の
子
供

た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

だ
が
、
郡
内
の
医
師
会

と
の
協
議
を
町
村
会
の
ほ

う
で
２
回
ほ
ど
会
議
を
経

て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

郡
内
に
は
、
対
象
者
が
約

1
7
0
0
人
以
上
い
て
、

内
科
医
や
外
科
医
だ
と
専

門
分
野
で
は
な
い
こ
と
や
、

接
種
し
た
後
で
容
体
が
急

変
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

子
供
へ
の
接
種
そ
の
も
の

を
な
か
な
か
し
た
が
ら
な

い
。
小
児
科
医
で
な
い
と

ワクチン接種は強制ではないので「特に子供は保護者の判断が必要です」

森 

　
隆
之 
議
員
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答
弁（
村
長
）

質 

問

率
先
し
て
接
種
が
で
き
な

い
た
め
、
小
児
科
医
の
先

生
と
医
師
会
と
の
協
議
を

お
願
い
し
て
い
る
状
況
。

早
急
に
結
果
は
出
る
か
と

思
う
が
、
ま
た
そ
の
結
果

が
出
た
時
点
で
、
対
象
者

に
案
内
す
る
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問



関
根 

浩
治 

議
員

再生が進む村内の森林

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
宗
田
雅
之
議
員
・
遠
藤
貴
人
議
員

　
森
林
再
生
事
業
及
び
広

葉
樹
林
整
備
に
よ
る
林
業

の
振
興
を
問
う
。

　
国
で
は
、令
和
３
年
６
月

に
新
た
な
森
林・林
業
基
本

計
画
を
閣
議
決
定
し
、今

後
の
森
林・林
業・木
材
産

業
に
関
す
る
施
策
の
基
本

方
針
を
定
め
た
。国
土
の
３

分
の
２
を
占
め
る
森
林
は
、

国
土
保
全
や
水
源
涵
養
な

ど
国
民
に
恩
恵
を
も
た
ら

す
緑
の
社
会
資
本
で
、地

域
の
社
会
経
済
の
維
持・発

展
に
必
要
な
産
業
で
、木
材

利
用
に
よ
り
C
O
2
の
廃
出

抑
制
や
循
環
型
社
会
実
現

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
で
は
、こ
れ
ま
で
の
９
年

間
で
の
森
林
整
備
は
６
地

区
２
８
０
ha
実
施
し
た
。

広
葉
樹
林
再
生
事
業
で

は
、見
渡・前
沼
地
区
の
５.５

ha
実
施
、里
山・広
葉
樹
林

再
生
事
業
は
、令
和
４
年

度
か
ら
新
規
事
業
で
、県

内
３
地
区
、二
本
松
市
、田

村
市
、鮫
川
村
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
キ
ノ
コ
原
木

と
生
産
森
林
の
再
生
に
取

り
組
む
。村
で
は
、令
和
４

年
か
ら
７
年
度
ま
で
に
１８

　
ha
実
施
計
画
し
て
い
る
。

　  
国
は
、国
産
材
利
用
目
標

を
現
状
３８
％
を
２
０
２
５

年
度
５０
％
を
掲
げ
て
い
る

が
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
外

国
産
材
木
の
入
荷
減
少
と

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
る
経
済
封
鎖
の
影

響
で
、国
内
材
利
用
拡
大

の
チ
ャ
ン
ス
で
、村
の
山
林

資
源
活
用
で
村
の
活
性
化

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
、国
際
情
勢
が
非
常

に
悪
化
し
て
お
り
、内
需
拡

大
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
本
村
の

森
林
資
源
が
あ
り
産
業
の

振
興
に
大
き
く
つ
な
が
り

る
。現
在
伐
期
を
非
常
に

過
ぎ
て
い
る
大
径
木
が
歓

迎
さ
れ
な
い
と
い
う
中
で
、

国
内
産
材
木
が
見
直
さ
れ

て
き
て
お
り
、こ
こ
へ
き
て

全
伐
届
出
が
増
え
続
け
て

お
り
針
葉
樹
の
需
要
が
あ

る
。さ
ら
に
広
葉
樹
林
再

生
を
図
っ
て
、新
し
い
萌
芽

の
中
で
次
の
シ
イ
タ
ケ
原

木
、木
炭
の
原
材
料
確
保

の
た
め
、広
葉
樹
林
を
再

生
す
る
も
の
で
、国
の
事
業

を
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。　

 　

里
山
・
広
葉
樹
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進

連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、村
で
は
そ
の
内
容

に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い

る
か
。

　
里
山・広
葉
樹
林
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、来
年
度
か

ら
鮫
川
村
で
取
り
組
む
予

定
の
事
業
で
、復
興
庁
と
県

が
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
で
あ
る
。す
で
に
３

回
の
連
絡
推
進
会
議
が
開

催
さ
れ
、そ
の
都
度
、県
南

農
林
事
務
所
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
、事
業
構
築
を

進
め
て
い
る
。

 　
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て

震
災
前
の
広
葉
樹
林
の
把

握
を
進
め
各
市
町
村
、団

体
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、伐
採
、更
新
の
実

行
体
制
を
関
係
者
と
検
討

し
て
い
る
が
、広
葉
樹
林

更
新
面
積
は
、１
２
０
ha
で

面
積
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

推
進
会
議
資
料
は
、鮫

川
村
で
の
原
発
事
故
前
の

広
葉
樹
林
面
積
１
５
０
ha

と
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、正

式
に
シ
イ
タ
ケ
原
木
広
葉

樹
林
と
し
て
生
産・出
荷
し

た
実
績
が
つ
か
め
ず
、統
計

上
の
数
値
も
無
く
、積
算

根
拠
と
し
て
３
０
２
ha
の

広
葉
樹
林
面
積
の
半
分
、

ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
の
広
葉
樹

林
面
積
と
し
て
、１
５
５
ha

程
と
し
て
推
計
し
、１
２
０

ha
を
当
面
４
年
間
で
、２４

ha
整
備
計
画
し
て
い
る
。

 

　
放
射
能
物
質
対
処
型
森

林
・
林
業
再
生
総
合
対
策

事
業
が
令
和
４
年
度
か
ら

予
算
３６
億
１
千
８
百
万
円

で
森
林・林
業
再
生
を
通
じ

た
被
災
地
復
興
事
業
が
提

示
さ
れ
て
い
る
が
、村
で
該

当
す
る
か
。

　
そ
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
県
よ
り
何
の
提
示

も
な
く
検
討
し
て
い
な
い
。

　 　

広
葉
樹
林
の
活
用
に
つ

い
て
シ
イ
タ
ケ
原
木
・
木

炭
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃

料・菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
お
が

く
ず
利
用
・
大
径
木
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
等
の
加
工
な

ど
利
活
用
た
く
さ
ん
あ

り
、村
の
有
効
に
あ
る
森
林

資
源
で
豊
か
な
暮
ら
し
が

で
き
る
か
。

　

森
林
資
源
は
、村
の
資

源
で
広
葉
樹
の
大
径
木
の

利
活
用
を
含
め
チ
ッ
プ
や

ボ
イ
ラ
ー
の
薪
燃
料
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。今
後

森
林
資
源
活
用
を
検
討

す
る
。

質 

問

森林再生事業と広葉樹林
  再生・里山、広葉樹林再生事業実施答

問 森林再生・広葉樹林整備
　　　　　　による林業振興
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問われる緊急時の対応

宗
田 

雅
之 
議
員

　
消
防
団
は
、
消
防
・
防

災
力
の
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
現
状
、
社
会
構
造
、

就
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、

日
中
は
村
外
へ
、
夜
は
村

外
か
ら
村
内
へ
と
、
人
口

移
動
に
よ
っ
て
昼
と
夜
に

お
け
る
地
域
防
災
力
の
差

異
が
起
き
て
い
る
。
今
後
、

地
域
性
、
時
間
帯
に
即
し

た
、
一
層
の
体
制
整
備
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
以
前
は
隣
接
市
内
分
団

へ
の
出
動
は
第
２
次
要
請

時
に
求
め
る
と
し
て
い
た

が
、
現
在
は
、
村
内
で
火

災
が
発
生
し
た
際
に
は
、

分
団
員
、
本
団
員
の
全
員

が
出
動
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
地
域
別
の
出
動
の

差
異
が
な
い
と
考
え
る

が
、
平
日
の
日
中
と
休
日

及
び
夜
間
の
出
動
数
に
は

差
異
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
消
防

団
が
支
援
す
る
消
火
体
制

に
つ
い
て
改
め
て
周
知
を

進
め
、
時
間
帯
に
よ
る
こ

と
の
な
い
、
消
防
団
を
中

核
と
し
た
、
地
域
消
防
力

の
充
実
・
強
化
が
図
れ
る

よ
う
、
調
査
、
研
究
し
構

築
し
て
い
く
。

　
日
中
、
団
員
の
多
く
が

村
外
に
勤
務
中
に
火
災
が

発
生
し
た
際
な
ど
、
大
変

危
惧
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

　
日
中
の
火
災
な
ど
有
事

の
際
に
は
協
力
し
て
頂
け

る
よ
う
各
企
業
の
経
営
者

に
要
請
し
て
い
る
。
ま
た

村
役
場
内
に
２６
名
の
職
員

が
消
防
団
に
入
っ
て
お
り
、

率
先
し
て
出
動
出
来
る
よ

う
体
制
を
組
ん
で
い
る
が
、

職
員
外
の
団
員
が
集
ま
る

か
と
い
う
こ
と
が
心
配
事

で
あ
る
。
今
後
は
団
員
が

招
集
で
き
な
い
状
況
を
で

き
る
だ
け
改
善
し
初
期
消

火
に
努
め
る
。

　
昨
年
、
住
宅
火
災
の
際

に
機
械
要
員
が
集
ま
ら
ず
、

多
く
の
時
間
を
要
し
た
分

団
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

の
早
急
な
対
応
を
検
討
す

べ
き
で
は

　
分
団
に
よ
っ
て
は
意
外

と
要
員
が
集
ま
ら
な
い
状

況
が
あ
る
。
今
後
、
各
分

団
に
申
し
合
わ
せ
、
出
動

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。

　
特
に
住
宅
火
災
な
ど
は

生
命
に
関
わ
る
事
案
で
あ

る
。
益
々
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
者
の
単
身

化
、
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の

家
が
増
え
る
中
、
早
め
の

対
策
が
重
要
。
企
業
に
は

お
願
い
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
詰
め
た
話
し
合
い

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
日
中
要
員
が
少
な
く

な
る
分
団
に
は
、
村
職
員

が
率
先
し
て
協
力
で
き
る

よ
う
な
組
織
づ
く
り
が
重

要
で
は
と
考
え
る
が
。

　
本
村
は
近
隣
町
村
と
は

違
っ
て
日
中
の
若
者
が
非

常
に
少
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
は
職
員
が
出
動
で
き

る
組
織
づ
く
り
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質 

問

消防力の充実・強化を図る答

問 緊急時の体制づくりを伺う
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能
力
や
業
績
が
評
価
さ

れ
れ
ば
、
職
員
の
意
欲
向

上
に
つ
な
が
る
。
適
材
適

所
の
人
事
が
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
住
民
の
求
め

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
が
、
人
事
評
価

制
度
を
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
か
。

 

　
地
方
公
務
員
に
お
け
る

人
事
評
価
の
実
施
を
制
度

化
し
た
改
正
地
方
公
務
員

法
が
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
同
日
付
に
て
人
事

評
価
実
施
規
程
及
び
人
事

評
価
実
施
要
綱
を
制
定

し
、
同
年
10
月
よ
り
人
事

評
価
制
度
を
開
始
し
て

い
る
。

　
職
員
本
人
が
業
務
目
標

を
制
定
し
、
評
価
者
が
面

談
を
行
い
助
言
や
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
対
話
を
通

じ
て
職
員
自
ら
の
能
力
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
認

識
し
、
自
ら
の
成
長
に
向

け
て
の
機
会
と
し
て
機
能

し
て
お
り
、
職
員
の
意
欲

的
な
行
動
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

 　
本
人
か
ら
請
求
が
あ
れ

ば
、
評
価
の
結
果
を
開
示

し
て
い
る
か
。

 　
現
状
は
希
望
す
る
職
員

に
対
し
て
評
価
の
開
示
を

行
っ
て
い
る
。
職
員
人
事

評
価
実
施
要
綱
に
お
い
て
、

「
全
体
評
価
は『
開
示
を
希

望
し
な
い
』旨
の
意
思
表

示
を
し
な
け
れ
ば
、
開
示

さ
れ
る
」と
あ
る
こ
と
か

ら
、
被
評
価
者
の
意
思
確

認
と
と
も
に
評
価
の
開
示

を
進
め
た
い
。

 
　
業
務
継
続
計
画
と
は
、

「
ヒ
ト
、モ
ノ
、情
報
と
い
っ

た
利
用
可
能
な
資
源
が
制

約
さ
れ
る
状
況
で
、
優
先

度
の
高
い
通
常
業
務
を
特

定
し
、
適
切
に
業
務
を
執

行
す
る
た
め
の
計
画
」と

さ
れ
て
い
る
。

　
１
月
下
旬
、
役
場
内
か

ら
数
名
の
疫
病
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
。
疫
病
や
自

然
災
害
等
の
理
由
に
よ
っ

て
業
務
が
機
能
不
全
に

陥
っ
た
場
合
、
業
務
を
ど

う
遂
行
し
て
い
く
の
か
を

定
め
た
、
業
務
継
続
計
画

の
策
定
が
不
可
欠
と
思
わ

れ
る
が
。

 　
災
害
時
の
業
務
継
続
計

画
は
、
優
先
度
の
高
い
緊

急
対
応
や
、
通
常
業
務
を

定
め
実
施
す
る
計
画
で
あ

り
、
平
成
31
年
３
月
に
作

成
し
て
い
る
。

　

感
染
症
は
、
災
害
の
よ

う
に
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
で

な
く
人
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、
感
染

拡
大
時
の
職
員
確
保
が
課

題
と
な
る
。
職
員
に
感
染

が
発
生
し
て
も
、
健
康
、

身
体
、
生
命
を
守
る
機
能

を
最
優
先
に
維
持
し
つ
つ
、

出
勤
可
能
な
職
員
に
よ
る

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

感
染
症
で
の
対
応
策
を
構

築
し
た
い
。

質 

問

質 

問

職員の意欲的な行動につながっている

人事評価制度が活用されているか

答

問

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
42
で
す

遠
藤 

貴
人 

議
員
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緊急事態が発生しても業務の継続を図ることが重要
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抑
圧
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
春
の
暖
か
さ
に
誘
わ
れ
福
寿

草
の
花
が
咲
き
、
枯
れ
草
の
寝

床
か
ら
土
筆
が
目
を
覚
ま
す
里

山
、
自
然
の
摂
理
。
何
気
な
い

草
花
の
営
み
が
癒
や
し
と
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
里
山
、
後
世
に
残

し
た
い
村
の
遺
産
。
新
年
度
も
議

会
の
成
り
行
き
お
伝
え
し
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
願
い
致

し
ま
す
。　
（
広
報
編
集
委
員
）

シリーズ42ふるさと鮫川への想い

心
に
の
こ
る
楽
し
い
思
い
出

　

私
は
18
才
で
大
学
進
学
の

為
に
上
京
後
60
年
が
過
ぎ
、今

は
年
金
生
活
の
日
々
で
す
。週

末
は
少
年
野
球（
入
間
ボ
ー
イ

ズ
）の
指
導
、平
日
は
ゴ
ル
フ

レ
ッ
ス
ン
で
健
康
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
祖
父（
元
警

察
官
）の
勧
め
で
警
視
庁
警
察

官
に
な
り
、26
才
で
知
人
の
紹

介
で
妻
と
結
婚
し
ま
し
た
。妻

を
田
舎
に
連
れ
て
行
っ
た
時
の

話
で
す
が
、妻
が
鮫
川
村
の
地

名
を
見
て
、鮫
川
は
大
都
会
で

す
ね
、赤
坂
や
中
野
、新
宿
が

あ
る
ん
だ
か
ら
と
言
っ
て
笑
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

妻
と
の
間
に
３
人
の
子
供

を
授
か
り
、子
供
達
が
小
学
生

の
頃
に
は
、夏
休
み
、冬
休
み

に
な
る
と
田
舎
に
連
れ
て
行
き

ま
し
た
。お
盆
の
花
火
大
会
、

鹿
角
平
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

紅
葉
や
新
緑
の
強
滝
散
策
、今

で
は
少
な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
の

ホ
タ
ル
、う
る
さ
い
ほ
ど
の
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
、夜
空
の
星
座

の
美
し
さ
等
を
た
く
さ
ん
経

験
さ
せ
ま
し
た
。子
供
達
が
成

長
し
て
か
ら
は
、一
緒
に
帰
る

機
会
は
減
り
ま
し
た
が
、今
で

も
田
舎
の
楽
し
い
思
い
出
と
し

て
心
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
に
両
親
が
相
次
い

で
亡
く
な
り
、実
家
に
は
誰
も

住
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、弟
が
週

に
３
日
間
ほ
ど
畑
仕
事
に
帰
っ

元サッカー日本代表監督ジーコ氏と歓談

岡部  隆一 さん
埼玉県在住（富田字前沼出身）

生 年 月 日　昭和２８年７月５日生まれ
昭和47年 3 月　学法石川高等学校卒業
昭和51年 3 月　拓殖大学卒業
昭和51年 8 月　警視庁警察官拝命
 

◆ プロフィール◆ プロフィール

て
い
ま
す
。私
も
月
に
１
〜
２
回

位
帰
り
、組
の
人
々
と
さ
さ
や
か

な
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。実

家
に
帰
る
と
、中
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
か
ら
子
供
達
の
元
気
な
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
が
、村
の
過
疎
化

が
進
み
子
供
達
の
人
口
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
寂
し
い
限
り
で
す
。

昔
の
よ
う
な
活
気
が
鮫
川
村
に
戻

り
、子
供
達
の
笑
顔
が
増
え
る
こ

と
を
望
み
、出
来
る
こ
と
が
あ
れ

ば
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。




